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鹿野 菜穂子 

答 申 書 

令和７年７月 22 日付消食表第 472 号をもって諮問のあった、食品表示基準

（平成 27 年内閣府令第 10 号）の一部改正について、下記のとおり答申する。 

記 

食品表示基準（平成 27 年内閣府令第 10 号）の一部改正について、諮問され

た改正案のとおりとすることが適当である。 

なお、消費者委員会食品表示部会の議論においては、一般食品と同様の表示

ができることや消費者の選択に資することへの前向きな意見が多かった一方で、

機能性表示食品は反復継続して摂取されることが見込まれる食品であることへ

の懸念等が示された。 

これらを踏まえ、消費者庁においては、本改正が消費者の自主的かつ合理的

な食品選択の機会の確保に寄与しうるよう、事業者に適正な表示を促すための

手引きや不正表示を把握・是正するための指針の改定等をお願いしたい。 

また、引き続き手引き・指針の内容に準じて適切な監視指導を行うとともに、

消費者向けのわかりやすいＱ＆Ａを活用した普及・啓発を実施するなど、必要

な取組を進めていただきたい。 

以上

（参考資料2）


